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D林 業 労 働 に 関 す る 研 究

1山 村 に お け る林 業 労 働 力 の存 在 形 態 に つ い て 一 宮 崎 県 椎 葉 村

大 河 内 地 区 の 実 態 を 中心 と して

吉 良 今 朝 芳 。有 馬 進

調査地区の林業労働力の存在形態は地元の零細左農家で.農 家経済の家計補充的に出役する兼

業労働者とプロ化 しft専業林業栄働者 とに大別されるo

兼業労働者は 「班」組織による団体出来高個人平等分割賃金制と直接雇用による日給制とが存

在 し、一一般に育林労働を主体としているoま た一方.専 業林業労働者は林業作業請負会社に定着

している場合と、素材生産部門に常用的に組織化されている場合とが基本的形態であつて.伐 出

労働 を主体とするo

こうして兼業労働者は、雇用の継続性、狭隆性のもとにあつて、賃金水準は依然として低位に

おかれている。一方専業林業労働者は就労機会において.比 較的安定 しているとはいえ、その雇

用形態に赴いて賃金の中間搾取の可能性をもち、雇用関係の近代化が要望されている。

演習林研究経過報告第8号 別冊

2都 市 近 郊 に お け る林 業 労 働 力 の 存 在 形 態 に つ い て

吉 良 今 朝 芳 。塩 谷 勉

林業労働は 「半農半労型」の労働力として存在 しているが.そ の存在形態は大きく変化 してき

ている。つまり①林業労働の担い手の量的 。質的な変化.② 賃金形態.賃 金水準などの雇用条件

は他産業と対比 してみても.劣 悪であり亀その格差は年毎に拡大 しつつある。⑤労働組織勢よび

労働調達構造は.い まだ非近代的関係vatoか されているQ④ 林業労働者の雇用条件は.私 的林野

所有構造 と林業がもつ特殊性から、全体的に悪い状況にある。
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